家庭Ｃ
第１題材指導計画　「マネーマネージメントに挑戦！」（全５時間）
	時
	ねらい
	学習活動
	評価規準，指導・援助

	➀　消費者としての自覚

	自分や家族の消費行動を振り返る活動を通して，よりよい家庭生活を営むためには，金銭を適切に管理する必要があることに気付き，自らの消費生活についての課題を設定することができる。
	○衣服の計画的な活用・選択の学習を思い出し，「消費する」とはどのようなことなのかを知る。
○「ある中学生Aさんの消費行動の失敗例」から，改善すべきことは何かを考える。

○自らの消費生活を振り返り，「金銭の管理」，「商品の選択」，「商品購入後の行動」等の視点から課題となることはないか考える。
○考えを交流し，題材を通して学習していきたいことを明確にする。


	・「消費する」とは，様々なものを入手して使用し廃棄するまでの流れであることをつかませる。

・「ある中学生Ａさんの失敗例」は，「金銭を計画的に使えていない」，「商品を衝動的に購入してしまう」，「買った商品を計画的に使用できない」等の視点が問題点として気付けるように設定する。
・事前に生徒の実態を調査し，消費者トラブルの事例に触れる。
【持続可能な社会の構築】
【健康・快適・安全】
≪思考・判断・表現≫

自分や家族の消費生活について問題を見いだし，題材を通した課題を設定する力を身に付けている。

	②　金銭の管理
	ある家庭の1カ月のお金の使い方について考える活動を通して，金銭を管理するには，収入と支出のバランスをとる必要があることに気付き，支出は物資・サービスの必要性と優先順位を判断して行うことを理解することができる。
	○「ある家庭の1カ月のお金の使い方」を見て，気付くことを発表する。

○支出が収入を超えないようにする方法を考える。
○意見交流をする。
○仲間の意見から学んだことをまとめる。
	・「ある家庭の1カ月のお金の使い方」は，収入に対して支出が多く，赤字決済になっているものを提示し，支出が収入を上回らないようにする必要があることに気付かせる。
【持続可能な社会の構築】
【健康・快適・安全】
≪知識・技能≫

収支のバランスを図るためには，生活に必要な物資・サービスについて必要性を判断し，優先順位を考慮して調整することが重要であることを理解している。

	③　購入方法の特徴
	商品をどのような方法で購入するかについて話し合う活動を通して，店舗販売と無店舗販売にはそれぞれ利点と問題点があることに気付き，商品購入の目的に応じて適切に選択する必要があることを理解することができる。
	○「衣服」，「食品」，「本」をどのように購入するか交流する。

○生活経験からそれぞれの販売方法の利点や問題点を考えたり，教科書から，それぞれの購入方法の特徴を調べたりする。
○考えたこと，調べたことを交流する。
○どのように購入方法を選択するとよいか話し合う。
○学んだことをまとめる。


	・生徒が発表した購入方法から，店舗販売と無店舗販売に分類できることをおさえる。
・「なぜその方法で購入したのか。」「その方法で購入するとよかったことは何か。」「その方法で購入すると困ったことはなかったか。」を問うことで，それぞれの方法の利点と問題点に気付かせる。
・購入方法の利点はどのような場合に利点となりえるのかを考えさせる。
【持続可能な社会の構築】
【健康・快適・安全】
≪知識・技能≫

店舗販売，無店舗販売の利点と問題点とそれぞれの自分の目的に合わせて販売方法を選択するとよいことを理解している。

	④　支払方法の特徴
	商品の支払いをどのような方法で行うかについて話し合う活動を通して，前払い，即時払い，後払いのそれぞれに利点と問題点があることに気付き，適切に支払方法を選択する必要性があることを理解することができる。
	○「衣服」，「食品」，「本」をどのように支払うか交流する。

○生活経験からそれぞれの支払い方法の利点や問題点を考えたり，教科書や資料からそれぞれの支払い方法の特徴を調べたりする。
○考えたこと，調べたことを交流する。
○どのように支払い方法を選択するとよいか話し合う。
○学んだことをまとめる。


	・生徒が発表した支払い方法から，即時払い，前払い，後払いに分類できることをおさえる。

・「なぜその方法で支払ったのか。」「その方法で支払うとよかったことは何か。」「その方法で支払うと困ったことはなかったか。」を問うことで，それぞれの方法の利点と問題点に気付かせる。
・クレジットカードの支払いの仕組みが分かる資料を提示し，販売者と消費者だけでなく第三者が介入することを理解させる。

・それぞれの支払い方はどのような場面で行うとよいかを考えさせる。
【持続可能な社会の構築】
【健康・快適・安全】
≪知識・技能≫

多様化した支払方法の特徴と支払方法の特徴に応じた計画的な金銭管理の必要性について理解している。

	⑤　商品の選択
	商品を選択する活動を通して，後悔しない買い物をするには，商品の情報を集めて情報を整理する必要があることに気付き，品質，機能，価格，アフターサービス，環境への配慮等の視点から総合的に判断して商品を選択することができる。
	○ある家族の家庭に一台だけあるテレビが壊れてしまったという状況を知る。
　〈ある家族の家族構成〉

○Ａ家族がテレビを購入するために，必要となる条件は何か確認する。
○予算に従って，集めた情報から購入すべきテレビ（商品）
を決め出す。
○決め出したテレビについて，どのように決定したか交流す
　る。
○学んだことをまとめる。



	・ある家族は，テレビを購入しなければならない状況であることを共通理解する。
・購入するテレビの予算を確定し，情報を集める必要があることを気付かせる。
・商品を選択するには，商品を使用する目的を明らかにし，目的に合う品質，機能，アフターサービス，環境への配慮等の視点から判断する必要があることを理解できるようにする。
【持続可能な社会の構築】
【健康・快適・安全】
≪思考・判断・表現≫

物資・サービスの選択について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，必要な情報の収集・整理を適切に行うとともに，得た情報を活用して課題を解決する力を身に付けている。


自分の消費生活を振り返り，課題となることをみつけよう。





　これまでは，商品を必要性と欲求の視点から考えて購入していたが，Ａさんの消費行動の失敗例から，それだけではいけないと感じた。購入したものが環境に与える影響からも，どのように商品を選択するかを考えることは重要であると感じる。それに伴って，金銭を管理する方法を知り，できるようになることも大切である。また，消費者トラブルに遭遇したとき，どのように対応すればよいのかについても学びたい。





収入以上に支出しないためには，どうすればよいだろうか。





　金銭を管理するには，支出が収入を上回ることがないようにコントロールする必要がある。支出は，生活するために必須なものを考え，食費は△円，衣料費は□円…と上限を決めておくとよい。そのためにも，自分が何にお金をかけたいか，どういう生活をしたいか


という願いを明確にもっておくことが重要であると感じた。





購入方法は，どのように選択すればよいだろうか。





購入方法には，店舗販売と無店舗販売での購入方法がある。店舗販売は店舗があるので，店員に商品について尋ねたり，商品そのものを見て品質を確かめたり，比較することができる。しかし，店舗に行く，営業時間を考える必要がある。無店舗販売には，通信販売，訪問販売，路地販売等，様々な方法があるが，店舗に出向く必要がなく，家にいながら商品を購入することも可能である。コロナ禍で外出を控えたい今は，通信販売を利用すると，感染の可能性を減らすこともできると考える。しかし，商品が届くまでに時間を要したり，実際にイメージしていた商品と異なるというトラブルが生じたりすることもある。それぞれの購入方法の利点と問題点を考慮して，自分の購入の目的，状況にあった方法を適切に選択できるようになりたい。





支払い方法は，どのように選択すればよいだろうか。





支払い方法には，即時払い，前払い，後払いがある。


即時払いは，どの場で商品と金銭の受け渡しが完了し，トラブルになりにくい。また，自分が支出した金額も把握しやすい。しかし，現金の場合は，持ち歩く必要があり，高額の商品を購入する場合には，所持するのに不安がある。また，コロナ禍では，ウイルスの付着も心配される。


前払いには，プリペイド電子マネーがあり，交通機関の支払いは，事前にまとめてチャージしておけば，こまめに切符を購入するという手間が省け，瞬時に決済することができる利点がある。また，事前に支払うため，払いすぎるということがない。金銭を管理しやすい方法の一つである。しかし，利用できる場面や店舗が限定されており，紛失時に容易に他人に利用される可能性もある。


後払いには，クレジットカード，電気料金や公共料金の支払いなどがあり，商品を手に入れる時点で，現金や口座の残高がなくてもよい。そのため，支払いきれない額のものを購入してしまう可能性がある。自分が何にどれだけお金を使うかという管理が必要になる。また，第三者が介入するので，個人情報の流出などのトラブルの可能性もある。


それぞれに利点と問題点があるため，自分の支払い時の状況を見極め，適切に選択する必要がある。





父…野球観戦大好き。　　　　　　　　　


母…ドラマ視聴大好き。


姉（中3）…歌番組欠かせない


弟（中1）…テレビゲーム大好き





商品はどのように購入するとよいだろう。





商品を選択するには，その商品をどのように使いたいかという目的を明らかにし，目的に合うかどうかについての情報を集めることが大切であることが分かった。そのとき，商品の品質や機能だけでなく，廃棄する時のことまで考える視点はこれまで考えたことがないので，今度考えていきたい。








